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同意承認・12議案を原案どおり可決・19月定例市議会|

上田氏(新任)選任に同意教育委員正津氏(再任)、

9月定例議会は、 18日開会して、大野市一般会計補正予算など12議
案を原案どおり可決・承認・同意して25日閉会しました。 18日、会議

に先だち 8月13日不慮の事故にあわれ死亡されました故木下正一氏の

追悼演説を行ない、故人のめい福を祈りました。

また、市民のみなさん方から出されました請願・陳情は別掲のとおり

きめ最終日には、教育委員の選任に同意し、議員提出議案による「広

域市町村圏振興整備措置要綱の法制化に関する決議」を満場一致てe可

決しました。

二
戸
な
さ
声
を

市
長
、

案議なもお
明治42年 1月20日生

大野市森政領家第 l号 4番地

上 回 範 男

昭和 3年 1月3日生

V財政再建計画の変更について

本年度の赤字解消計画は5300万円であ

りましたが、解消計闘が順調に進み今回

の計画変更で3100万問返せば完了するこ

とになります。

の手直しをする費用です。

V大野市公害対策審自民会条例のー却を改 f主所

氏名

おしらせ

8月13日、当市議会議員であ りま し

た木下正一氏は不磨、の事故にあい死亡

されました。合掌して衷心よりごめい

福をお析 1)~ 、たします。

9月13日、当市議員でありま した

加藤正晴氏は一身上の都合に より辞

1なされました。

正する条例

従来の委員12名を 5名増加して、公害

対策を推進する。

V工事請負契約の締結について

北部土地区画盤理事業の中の、中挟ー

中野一大僑線で幅員16m、延長 322m、

さらに駅東線が幅員12m、延長 124mを

開設するものです。

司F教育委員会委員の任命について

現委只の板橋研司、正津正之助の両氏

が昭和47年10月9日をも って任期満了と

なりますので、その後任に正津正之助、

上回範男のI両氏を任命したいとの提案が

あったので、これに同意しました。

住所大野市南六呂附第31号24番地

氏名正津正之助

V昭和47年度大野市一般会計補正予算

今回の補正額は 86947千円を追加し、

総額18億 45089千円となりました。その

内訳を示しますと交通安全対策に 228万

円。開成中学校建設積立金2000万円。老

人医療費の無料化と値上げにより増額し

たので1982万円追加。 じん芥処理場のカ

ラス撃退機30万円。12月初めには雪が降

ることを予想して除雪費を 826万円計上。

基盤整備に伴ない市道を改良するため用

地買収費として 480万円。上庄小学校敷

地買収費 500万円。 F庄小学校防水工事

として 260万円。陽明中学校の建設費国

庫補助が決定し工事の増額分 19933千円。

V大野市特別会計簡易水道事業繍正予算

今回の補正額は1345千円追加しました

これは木本水道の事業費です。基盤整備

をするので、組合から委託を受けて配管



答.①昭和40年に工場誘致条例を設置し

低開発促進法によりまして固定資産税を

3年間免除する。その後、5年間固定資産税

を100分の48、増設分につL々は100分の45

奨励金を交付するとい う条例であります《

この条例の恩恵を受けているのは、市内

の織物関係の方が、新設・増設する場合

に適用されてお 1)ます。他からきた工場

では、日本コンデンサ工場のみが適用を

受けております。現在県内におきまして

は、敦貨市が廃止をしております。この

奨励金が多額になり財政を圧迫すると閤

りますが、金額も 100万円以内という内

容になっておりますので、このままの状

態で存続してまいりたいと考えておりま

す。ただ今後、市が工場誘致をしなくて

も、工場がどんどん来るというような気

速になれば、その時点で検討していきた

いと思います。②染色工場の誘致の件に

ついては、現在交渉が初歩的な段階であ

ります。しかし公害の内容を検討して公

害が防げるような施設を完全にするよう

に、しかもその施設ヵ、完了してから操業

するよ うに、今後公害行政のなかで進め

ていくつもりであります。

問. 京福電鉄の路線廃線問題について、

多くの市民が関心を持っております。一

部反対意見があるとのことですが、市長

の考え方、今後の対策をfiiJ'、たL、。

答.去る 7月、京福の大上社長がこられ

大野・勝山聞が年間 4，300万円程度赤字

がでて困っているので廃線したいと言わ

れました。これについて、地元の意見、

勝山市の意見を聞いております。今のと

ころ関係地区は廃線反対の意見がて、てお

ります。また勝山市の遅羽地区は特に交

通の{更が悪いことから、強い廃線反対の

陳情がでておることはご承知 と思います。

間.①大野市工場誘致条例があリます。

これを廃止してもよいとし、 う意見があ り

ますが、廃止する考えヵ、あ るのか。

②染色工場を誘致するとの話しを聞き ま

すが、これには必らず公害が問題になり

ます。これについて、公害防止砲設をつ

くるというような具体的な対策があるか

がい、たL、。

工場誘致についての

問題点を問う

l 

京福電鉄廃線(大野・勝山間)

問題について市の考え方は

1l. 昭和47

す。再度伺います。

答.市道の負担金全廃につきましては、

何年度からど明確には今のところ残念な

がら申し上げられません。どの時点で廃

止にするかという ことについては非常に

微妙な問題があります。私はこの寄付金

について原則的には、なるべく早〈解消

するのが適当であると申し上げているの

で、その点ご了承願し、ます。

記憶がありません。 今直ちに全廃をする

といつことについては慎重に取り扱って

いかなければなりません。しばらくの問

は負担を軽減しながら改良、舗装に全力

をあげてまい りたいと考えてお ります。

全廃することができればうれしいわけで

ありますが、現段階では多くの問題ヵ、山

積しておりますので、市道の舗装負tn金
のみを全廃することは時期として早いの

で、はないかと考えます。

甫道の舗装工事

問.以前は っき りそういうように申され

ているのですが、現在の段階では年度も

言わず、そ ういう ようにぼやけた解答を

される ということは残念なことでありま

一般質問者
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大報..0.. 
'l4 議市

問.市長より、あるごとに市道の再編成

ということばを聞き、また市民より市道

に認定してほしいとの請願も大変多 くで

ておりますが、これらと関連して市道の

再編成をいつごろやられるのか何います。

答. 市道に認定してほしいという請願が

議会へ提出され、みなさんが検討をされ

て採択したものは早〈市道に認定すべき

だというニとは理解できます。しかしな

がら請願にでてこない重要な道路が他に

ないか ということも考えて、市道の再編

成をやっていかなければならなL、。政治

は声なき声を聞くということが大事であ

ります。いままで市道の編入については

みなさんのご期待にそっておらないとい

うことを残念に思いますが、こうした機

会に広〈市民の要望もとり入れ一番生活

に重要な道路問題に力を入れ、じゅうぶ

ん検討をし、 みなさんにご相談をいたし

まして、明年度には何とか結論をだし た

問.本年3月定例会で、48年度以降にお

いて市道舗装の負担金を廃止したいと申

されています。49年度には市長の任期満

了年度であることから、それ以後の年度

をさされることは信じたくありませんが、

住民より、こ うした寄付金を徴収するこ

とは地方財政法で禁じられていることで

ありますので、この際何年度から廃止す

ると明確に答弁され、寺島市政の根性と

個性を発揮し、住民を安心させていただ

きたい。

答.48年度以降全廃をすると申し上げた

市道の再編成は

いつやるのか

舗装負担金の廃止時期

を明確に示せ

(2) 

いと考えております。

与三
J 11 第



第 11 号 (3)

我々は今後、住民各位の意見をじゅうぶ

ん尊重して、京福当局と話し合いを進め

たいと考えております。越美北線は50年

の運動の結果、ょうやく朝日までついた

わけです。廃線をすることはいとも簡単

ではありますが、これをつけるというこ

とになりますと非常に困難で舟あります。

このようなことから、住民の意見を尊重

しながら、市の態度を決定してまいらな

ければならないと考えております。

京梱電鉄

線引きをしたために地価が

高鵬しているのではないか

問.市は農村振興地域、市街化地域とい

うように用途別に線引きをされました。

こうした設定地域内において、市がいろ

いろとかけ声をかけるため、地価が異常

な高騰をして住民が混乱をしているので

はないかと思われます。もし混乱がある

とするならば、これに対する対策を伺い

?こ、、。

答.確かに地価は高騰しております。し

かし線引きをしたために地価が上ったと

いう考え方には問題があると考えます。

これは全国的な傾向として、最近金融関

係の公定歩合が下がり、金融関係筋が不

動産に投資をするため地価が上ったとい

う傾向もあると思います。今回、日本列

島改造計画に関連をいたしまして、田中

新内閣が懇談会を設置され、その中で地

価対策、公害対策についての問題が焦点

になっているように聞いています。市単

独でこの対策を講じていくニとは至難な

ことでありますので、国・県に対して、

地価対策、税政対策とからんで抜本的な

対策を講じていただくようお願いするよ

り方法はないと考えます。

市議会報大野

奥越高原有料道路の

将来への見通しは

間.奥越高原有料道路建設の交通量調査

は、本年で3年目であります。この有料

道路建設には、勝山市の報恩寺地区が非

常にカを入れていると聞きますが、大野

市はどのような関心を示しているのか。

答.この道路建設につきましては、延長

24km、約35億円という試算をたてており

ます。この問題について、勝山市長とも

協議をしたのでありますが、この有料道

路を早〈つけるためには、大幹線林道と

してやったらどうかという一応の話しは

できているようです。直ちに越前海岸の

有料道路、エンゼルラインというような

っけ方をすることについては、県当局も

踏み切っておらないようです。この路線

のほとんど全線が勝山市の関係でもあり、

今後どういう形で着工きれようとも六呂

師まで延長して、観光、レクレーション

の大きな大動脈になると期待をしており

ます。

飲料水の汚水対策は

どうするのか

問.乾側小学校・公民館・幼稚園の水源

地の横に業者が無届けで約 400本のドラ

ムかんのあきかんが積まれ、水源地に油

が流れ込み飲料水が汚染されたことにつ

いて伺います。①先日の水騒ぎがおこる

前の 4年間に指導、監督を行なったか。

②水源地を確保する当初において、学校

薬剤師の指導、助言を受けたことがある

のか。③被害のでた時点でどういう措置

をとったのか。④今後どのような措置を

講じ、それはいつころになるのか。

答.①立ち入り検査は回数が少ないがや

っております。しかし、今度は春からず

っと検査はしておりませんでした。これ

からじゅうぶん公害問題ということも含

めまして、自らを反省し立ち入り検査を

していきたいと思います。②この掘った

時点において、薬剤師の検釜あるいは保

健所の検査を何回もいたしました。これ

については大腸菌、その他については支

障がないということでした。③消防署の

協力を得まして、井戸水を全部くみあげ

清掃しました。一昼夜の後に元どおりの

水位に水がたまりましたので、この水を

武生の信越化学の中にある福井県環境分

析試験場へもって行き検査をいたしまし
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た。この結果0.8PPM油分の含有がでまし

た。こういうことは申し上げてはいけな

いことですが、事実を申し上げます。い

ろいろの化学調味料の中には、これくら

いの油分は含んでおります。しかし、含

んでいるからよいのだ、悪いのだという

ことは申し上げられないとの解答を得て

おります。④この井戸の外の方べ、厚さ

15cm、深さ 1m30cmから 2mぐらいの側

壁をつくって向うからの汚水の侵入を防

ぐ措置をいたしたい。また原則としてこ

の近くにドラムかんを置かない。置くと

するならば、完全に舗装をするという措

置を要請したい。こういう計画を県の災

害防止課などと相談をし、早急に実施し

たいと考えております。

問.学校薬剤師が 1年に 1回か 2回、各

学校の水質検査をするらしいが、指導や

助言を行なうときに、これをそのまま守

ってくれないのだということを聞いてい

るのですが、なぜ守れないのか。

答.いろい/y検査報告がまいりますが、

こうし、う油分があるという検査報告はな

かったように記憶しております。検査を

して、惑い学校、悪いと思う学校には消

毒液の点摘装置をしております。

乾 側 小 学 校

じん芥処理場建設は

どうなっているのか

問.広域市町村圏計画の中で、じん芥処

理場建設についていろいろ論議されてい

ると思いますが、その後どのようになっ

ているのか伺いたい。

答.ゴミ処理場の建設につきまして、い

ま広域市町村圏計画のなかで土地の取得

を一生懸命やっております。この候補地

に勝山地籍でありながら、花房の方が所
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有しておられる土地を買収しようとした

のであります。しかし、この土地は進入

路につきまして、冬季聞の交通の{更に問

題があるとの結果になり、他の場所もあ

わせて検討するということです。今のと

ころ候補地としては 2つあります。 lつ

は、大野市の現在のじん芥処理場を拡充

して建設する。も うlつは、勝山のゴミ

処理場の北の方にある敷地を折衝してお

ります。これにつきましては、住民とま

だ合意に達しておりません。組合議会議

員のみなさんと協議をいたしまして、最

じん芥処理場

終的に本年度中には結論をだしていきた

いと考えております。

問.現在のゴミ処理場の場所は、大野市

の玄関口であります。この玄関口に人の

いやがるもの、被害のでるものをまだ今

になってもあそこに置く考えがあるので

すか。これは全〈言語同断でで、、考え方カがミ

だんだんf後是退をしてい〈ように

りません。更に検討願L、たL、。

答.まことにごも っと もなご意見です。

これから作りますゴミ処理場は、りっぱ

な施設、きれいな地設ができるものと確

信しております。しかし、現在の場所に

建設するかどうかにつきましては、 1つ

の候補地として、組合議会で問題になっ

ているのであります。ただ、大聖子市・勝

山市・和泉村を含めて検討することであ

りますので、当市だけの勝手にというこ

とはできません。ご主旨を尊重しながら、

最終的に適当かどうかということを、組

合議会でじゅうぶん協議をして、方針を

決めてまいりたいと考えております。

なぜ土地開発公社の

設立ができないのか

間.地方自治体の強化には、この土地開

市議会報大野

発公社の設立が非常に役立つと思います。

先行投資とい うことも考えて、自治省が

反対するとしても、大野市自体の考え方

で話しを強力に進めていただきたいと思

います。財政的に弱体化しているからこ

そこの公社が必要と考えますが、市長は

どのように考えているか伺いたい。

答.土地開発公社を設立するこ とにな り

ますと、勢いヤミ借金がふえ、また財政

的に苦し くなると予想して、自治省が親

切心から忠告をしてくれたものと解釈し

ております。来年の 3月で財政再建が解

かれますので、 ぜひ土地開発公社を設立

して土地の先行取得に努力していきたい

と考えております。この公社の手によっ

て、今後激増しております事業を確保し

てまいりたいと考えております。

農村工業導入地域を

指定してみても・

問.農村工業導入地域と指定された中津

川の問題について伺いたい。この土地を

指定きれても、あとの計画がないのでは

ないか。今後どのような計画を持つぞい

るのか。た とえば国道 157号線からはL、

る道路を計画されておりながら、用地の

確保もしていなし、。チャンスがあリなが

ら、なぜ出入りできる道路の建設ができ

なかったのか伺いたい。

答.この土地は、農村工業導入促進法に

基づいて、地元の了解を得て約 10000坪

を指定いたしました。この土地の進入路

は、国道 157号線からはいる予定をして

おりました。と ころが、この計画のある

土地を他の人が買収するというこ とを聞

きましたので、地主の方に極力売らない

でほしいと申したのですが、私権にかか

わることですから、残念ながら今のとこ

ろ不可能な状態であ ります。今現在の状

態では、土地開発公社設立すらできない

状態です。財政的な余裕がありません。

今後、あの土地につきましては、別途進

入路とし、う問題も検討して整備してまい

りたい。土地開発公社設立のあかつきには

は、この土地も含めまして先行取得の対

象と考えております。

右近次郎の森の結果は

どうなっているのか

問.右近次郎の森の件ですが、これの交

渉結果について詳しく伺いたい。

第 11 号 (4)

答.この土地について、三谷不動産が買

収するという話しを聞きました。市とし

ては、市街地近郊では唯一の自然保護の

場所であることから、できれば市で買収

したいと申し入れをしました。しかし音日

落の方は、市の考え方と相反する発言ヵ、

強い訳です。あの森があるために付近の

田畑が、鳥の被害を うけるため代採をす

るということであります。よ って市とし

ては、三谷不動産と交渉をし、市の構想

を申しまして検討をいただいたのですが、

市の構想を受け入れると、三谷不動産の

造成計画に合致しないという結果がでま

して、やむなく 断念をいた しま した。

右近次郎の森

大野・墨俣線の国道昇格

の見通しは・.

問.県道大野 ・墨俣線の国道昇格につい

て、いろいろと国に対して働きかけをし

ていることとは思いますが、現在の状況

はどのよ うになっているのか伺いたい。

答.先般、 岐阜県の平野知事が来県され

この道路を視察し、期成同盟会の総会を

開き早〈国道昇格をやろ うと申し合わせ

をいたしております。この道路は必らず

国道に昇格するものと確信してお ります

が、この時期については明確に答弁でき

ません。ただこの前提として、車の通行

ができない道は問題にな らないので、岐

阜県、福井県ともカを入れま して温見峠

を自動車が通れるよう改良、拡幅してい

ます。ことしの10月中旬には両県がより

まして開通の握手をしようと計画をたて

ているのであ ります。この温見峠の現場

におきま して、道路の状況を実際に見て

いただき陳情いだしたいと計画を進めて

おります。
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-総務委員会

嫌案提出には細心の注意を

付託されました議案 5件は、可決、承認

いたしましたd ただ議案第54号の補正予

算のなかにおいて、用品基金会計繰出金

として計上された金額と、議案第58号の

用品条例改正に示した金額と矛盾を生じ

ているからであります。なぜこのような

ことが生じたのでしょうか。これは各課

聞における連携不じゅうぶんと、条例に

対する納心の注意と勉強不足に起因する

ものと思われます。事務関係職員が決裁

の過程において、これをチェックきれな

いはずはなく、これを議案としてそのま

ま提案されたことは、軽卒な行為として

遺憾とするとこ ろであります。また議案

第63号国民健康保険税条例のJ 部改正案

は、なるほど事務運用の過程において困

難な面もありましょうが、現在、保険税

納税者は市民税納税者の約半数で市民税

を上回る課税がなきれておりますので、

簡単に専決処分の便法を適用きれること

なく少なくともその予想を概算して、関

係委員会に協議されるよう要望しました。

-教育民生委員会

乾側小学校の飲料水について要官官

議案3件、請願 2件はそれぞれ可決、採

択いたしました。次に審議過程で問題と

なった点を申します。車t1則小学校飲料水

の水源地の横に、業者がドラムかんを置

き飲料水のなかに白灯油が流入して使用

が不可能になったことについてでありま

す。これについて理事者より報告を求め

ました。今後の使用について乾恨IJ小学校

付近では、他に適当な水源地をみつける

にしても不可能な状態であるので、いま

までどおりの水源地を使用し、万全の対

策をとり、業者に対しては原則としてド

ラムかんをあの場所に置かないよう指示

をし、どうしても置くならばコンクリー

ト舗装をして絶体に油が浸透しないよ う

くふうをして回りに側溝を設け、分離槽

を設置して直接に油が流れないような方

法をとるよう指示したとの報告を受けま

した。今固め出来事については、直接児

童、学校関係者に被害がでなかったこと

は不幸中の幸いであります。今後は業者

に対して行なった指示の徹底をはかり、

父兄の不安をなく し、児童の健康管理に

じゅうぶん注意して、学園生活が有意義

に過されるよう万全の対策を講じ、後日

に禍根を残さないよう要請しました。な

お、この事態の重要性にかんがみ、全員

協議会でも審議いたしました。再度協議

願った結果、議員全員のみなきんが、将

来において禍根を残さないようと のこと

でありましたので、この点じゅうぶんご

留意願いたい。

・建設委員会

市道再編成の際には認定基準を定めよ。

第 11 号 (5)

付託議案 3件、請願 8件、陳情 2件はそ

れぞれ可決、採択し、請願 11牛は継続審

査と しました。 審議過程において、一般

会計補正予算のうち、除雪損害補償資40

万円については、前から予想して計上す

べきではなく事実に基づいて計七すべき

であるが、支払いについては、 じゅ うぶ

ん注意された L‘。また市道の認定及び編

入等の請願が非常に多くでて くるが、今

後行なうiIi道の再編成の際には、市i立の

認定基準を定め、道路幅員、 需用度、交

通量等はっきりしたものを定めておくべ

きである。2点について要請をしましたc

・産業経済委員会

農協の合併に仲介の労を

議案 2件、請願 3件、陳情 2件は理事者

の説明、請/'~Jlの主旨を了として可決 ・採

択いた しました。請願 11牛は継続審査と

いたしま した。 また、現在大野市は、大

野市農協と上庄農協にわかれております

けれども、あらゆる農政を推進してゆく

上におL、て障害となっていると考えられ

ますので、これの 1本化について市は仲

介の労をとり、合併を促進されるよう要

望いたしました。

広域市町村圏振興整備措置要綱

の法制化に関する決議
当市と勝山市・和泉村の 2市 1村に り、財政的裏付けのないままでは、事

より、昭和47年 7月1日より大野・勝 業が完了する前に挫折のやむなきに至

山地区広域行政事務組合を発足させ、 らざるを得ません。また、 これは要綱

共同で事業を行なっております。現在、 のみによって行なわれているもので、

最初の事業として、じん芥処理場の建 立法化されておりません。

設を進めております。 このようなことから、下記要項の決

これを発足させることにより、政府 議文を可決し、内閣総理大臣・大蔵大

は特別交付税の特別補正が3年問、昭 臣・自治大臣などの方々にこれを送付

和49年度まで措置されることになって して善処方要望しました。

おります。しかし事業はこれからであ

R
M
 

-
吉
岡

政府は、 市町村の振興と広域行政を推

進するため、昭和44年度より 「広域市

町村圏」を発足きせ、現在特別措置要

綱のみによって整備事業が進められて

いるが、最近における社会情勢の変ぼ

うと地域社会の構造変化に即応して、

振興整備対策を強力に推進するこ とは

市町村の処湿すべき事務と重大な関連

があり、今後財政力に乏しい市町村は

事業中途に して挫折のやむなきに至る

は必至であり ます。

このようなことから、早急に特別立

法を制定し、当然法律の中に明定され

るべきであり 、広域市町村圏と しての

効果をじ ゅう ぶんあげるため、高率な

助成措置を講ぜられるよう決議する。

昭和47年 9月25日

大野市議会



第 11 号 (6)

採択したもの

-林道の改良と開般について

阪谷地区村づくり協議会

.特殊林産加工組合への財政援助につ

いて

大野特殊林産加工組合

.市道の編入について

庄林地区区長 竹根主計外4名

.市道の舗装について

城町 2区区長藤波正雄外 l名

.市道の編入について

中野 1丁目区長 四方軍平外4名

.市道の舗装について

春日 3丁目中区長渡辺明外51名

.市道の舗装について

春日 3丁目下区長北沢常三外45名

.出演費用の助成について

奥越太鼓保好会会長 池田武男

.プールの建設について

富田地区区長会長 下沢次松外12名

.曹団地区体育館ならびに奮闘小学校

ι体操場の建設について

富田地区区長会長 下沢次松外19名

第 132回 6月定例会において採択した

請願・陳情の処理経過と結果報告は次の

とおりです。

・たぱニ消費税増収対策協総会(仮称)

の設立について

勝山たばこ販売協同組合

設立の趣旨については了とするが、助成

については法令外負担金審査委員会の承

認を得るよう島田組合長に連絡済み。

-道路の新設拡張について

尾永見区長市地明

昭和47年度で一部施行済み

・プールの建設について

下庄地区区長会長 四方軍平

小学校プールについては計画的に執行し

たい。敷地等については地冠の協力を要

請中。

市議会報大野

請願・陳情

一一一

大野特殊林産物生産加工組合の工場

6月定例会に継続審査となった請願・

陳情 2件. 9月議会に新しく提出された

請願・陳情19件は、それぞれ所管の常任

委員会で審査され、委員長から本会議に

報告して次のように決定されました。

-融雪工事について

城町 1区区長 井桝憲次郎

県工事のため大野木木へ要請ずみ。(な

お、昭和47年度県工事てい実施のようであ

る戸

・市道の鉱幅について

水落 2区区長 山田善夫

昭和48年度で施行予定。

・スキー渇振興会への財政措置について

大野市スキー振興会 長 高 瀬 昇

スキー宣伝補助として 9月に補正済み

-街灯の増設について

西里地区区長 若山秋俊

昭和47年度で地行済み

・共同浴場の修理について

西里地区区長 若山秋俊

昭和47年度て'施行済み

昭手口47 1l. 1 

-清j竜線の着工について

束中地区区長新谷?佐.外 7区長

.南部第2土地区画JU夏事織について

春日 3丁目上区長 山崎次郎外67名

.ゴミ焼却場の建般について

新河原地区区長 松田哲二外4区長

.側溝のふたの徳行について

泉町 1区区長 中出繁三郎外 1区長

.都市排水について

南新在家地区区長 梅崎俊雄外3名

.用水路の復旧について

木本土地改良理事長 尾崎弥右エ門

.イトヨ生息地の保護対策について

中荒井 2丁目区長 酒井隆外 2名

.国鉄パスの遷行について

友兼地区区長 橋本祝男外3区長

.市道の舗装について

春日野地区区長 松尾松栄外 1名

継続審査となったもの

・京桶電鉄(大妻子~勝山)の存続につ

いて

下庄地区区長会長 凶方軍平 249名

・市道の認定と拡幅、改良について

上野地区区長会長 山村市太郎外15名

-水資源の確保について

下黒谷地区千藤亮外16名

上黒谷、下黒谷両部落協議のうえ、上黒

谷において善処するよう合意をみた。

・保留地の払い下げについて

中荒井町隠安光成

北部土地区画整理審議会の審議の結果に

より処理したい。

-日の出善隣館新築について

日の出善隣館 萩野芳謀

本年度中に予算計上した L、。

-通学パスの遭行について

上黒谷地区 畑中正頼外47名

中学校 5km以下の通学区域については遂

行はでき得ないが、冬季期間については

検討したい。

-保育所の段置について

下据地区区長 松田甚五郎

昭和49年度以降において検討したい。

あとカずき

寒さ厳し くなってまいりますと、 H是戻

器具を使う 機会が多くなってまいリます

が、正しく使って火事を起こ さないよう

にしたいものです。次の定例議会は12月

に行なわれます。議会の傍聴に是非おい

で下さい。


